
～1・２年生対象、性教育講話を実施しました～ 

 

 

 

 

  

                                                            

 

 7 月に入りました。7 月の和名は「文月」です。七夕に願い事を短冊に書

く、という風習が由来ではないかともいわれています。本来短冊に書く内容

は、神様への願い事というよりは「こうなりたい」という決意表明だったよう

です。夏休みは自由に使える時間がたくさんありますね。新しい挑戦だった

り、勉強・部活、何か「これだけはがんばる」という決意表明をして過ごすと、

有意義な夏休みになりますよ。 

 それと、夏休みは治療のチャンスです。1学期の健康診断の結果、治療の 

お知らせをもらっている人は、夏休み中に必ず受診してください。 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分のからだ」守れていますか？性感染症について・・・  

性感染症は、性交経験のある人なら誰でもかかる可能性がある病気 

です。感染しても症状がないこともあるので、感染していることを知 

らずに生活をしている可能性があります。今の恋人や前の恋人から、 

感染する危険性は誰にでもあるのです！ 

予防するためには… 

血液、精液、膣分泌液が、自分の性器・のど・口などの粘膜と直接 

触れるのを防ぐことが必要です。そのためには、コンドームを正しく 

使いましょう。そして「性交をしない」という選択が、最も有効な性 

感染症の予防方法です。 

こんな症状の時は病院へ行きましょう！ 

【男性の場合】                【女性の場合】 

● 排尿時の痛み                

● 尿に膿が混ざる 

● トイレが近くなる 

⇒泌尿器科へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

北 陵 高 

保 健 室 夏本番の暑さに向けて、体調管理しよう～熱中症にはならないぞ～ 

７/５(水)の LHRの時間、１・２年生を対象に芳賀赤十字病院産婦人

科助産士の関口真弓さんによる性教育講話を実施しました。小・中学

校でも性教育の時間はあったと思いますが、高校生になって改めて話

を聞くと、性への興味や関心、男女交際の悩みや不安などから、今ま

でとは違った印象で話を聴いたのではないかと思います。助産士さん

だからこそ知っている、みなさんと同じ年頃の人たちの話や、男女の

心の違い、恋愛について、妊娠・出産できる体であること、性感染症

等の危険など、短い時間でしたが、たくさん学ぶことができました。

「自分の体は自分で守る」関口さんからのメッセージです。将来役に

立つお話として、心に残しておいて欲しいと思います。 

 

● おりものの量、色の変化 

● 下腹部の痛み 

● 下着に膿や少量の血液

がつく 

⇒産婦人科へ 


